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序

坂
原
正
夫
教
授
は
一
九
六
七
年
三
月
に
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
、
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

民
事
法
学
専
攻
修
士
課
程
・
博
士
課
程
に
進
学
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
修
士
課
程
を
修
了
し
た
六
九
年
に
法
学
部
助
手
に
採
用
さ
れ
、

こ
の
と
き
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
四

O
年
に
わ
た
っ
て
慶
慮
義
塾
に
奉
職
さ
れ
た
。
坂
原
先
生
は
、
七
二
年
に
法
学
部
専
任
講

師
、
七
六
年
に
同
助
教
授
、
そ
し
て
八
二
年
四
月
に
同
教
授
に
就
任
さ
れ
、
こ
の
間
の
七
二
年
四
月
か
ら
七
三
年
八
月
ま
で
、
ド
イ

ツ
（
当
時
は
西
ド
イ
ツ
）
の
ザ
l
ル
ラ
ン
ト
大
学
に
留
学
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
坂
原
先
生
は
人
生
の
大
半
を
慶
慮
義
塾
と
法
学

部
と
と
も
に
歩
み
、
そ
の
真
撃
な
お
人
柄
通
り
の
研
究
・
教
育
一
筋
の
生
活
を
送
ら
れ
、
研
究
会
（
ゼ
ミ
）
を
中
心
に
多
く
の
学
生

に
慕
わ
れ
た
。

こ
れ
は
坂
原
教
授
の
恩
師
で
あ
る
伊
東
乾
名
誉
教
授
の
学
者
と
し
て
の
生
き
方
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
伊
東
先
生
は
、
周
知

の
通
り
、
真
撃
な
学
者
と
し
て
ご
自
身
の
法
理
論
を
一
途
に
追
究
し
、
明
断
な
講
義
で
学
生
を
魅
了
し
た
。
伊
東
先
生
の
学
者
と
し

て
、
人
間
と
し
て
の
美
学
を
坂
原
先
生
も
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
拝
察
す
る
。

坂
原
正
夫
先
生
の
ご
研
究
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
り
、
民
事
訴
訟
法
の
判
決
手
続
の
分
野
を
ほ
ぼ
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
先
生
は
、
留
学
先
が
ザ
l
ル
ラ
ン
ト
大
学
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
先
生
の
ご
研
究
も
ド
イ
ツ
法
と
の
比
較
が

そ
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。
先
生
の
ご
研
究
は
次
の
三
本
の
柱
か
ら
な
る
と
い
え
よ
う
。

第
一
は
、
ド
イ
ツ
で
展
開
さ
れ
た
権
利
自
白
論
を
中
心
と
す
る
一
連
の
弁
論
主
義
を
テ
l
マ
と
す
る
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
生

序
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の
助
手
論
文
「
権
利
自
白
論
」
（
一
九
七
0
1
七
一
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
初
期
の
研
究
テ
l
マ
だ
が
、
そ
の
後
は
し
ば
ら
く
研
究
を

VI 

法学研究83巻 l号（2010: 1) 

据
え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
一
九
八
五
年
の
『
講
座
民
事
訴
訟
」
第
四
巻
（
弘
文
堂
）
、
八
八
年
の
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊

『
民
事
訴
訟
法
の
争
点
［
新
版
H

第
二
版
］
』
（
有
斐
閣
）
、
九
九
年
の
『
民
事
紛
争
を
め
ぐ
る
法
的
諸
問
題
』
（
信
山
社
）
な
ど
で
議
論

が
復
活
し
て
お
り
、
先
生
の
心
に
秘
め
た
テ
l
マ
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

第
二
は
、
先
生
の
ま
さ
に
本
来
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
い
う
べ
き
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
に
関
す
る
研
究
で
あ
り
、
こ
れ
は
先
生

が
ド
イ
ツ
留
学
中
に
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ュ
ケ
教
授
の
指
導
の
も
と
で
着
手
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
テ
l
マ
に
関
し
て
は
、
『
法

学
研
究
』
を
中
心
に
膨
大
な
数
の
論
文
を
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
業
績
は
、
ド
イ
ツ
の
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
を
丹
念

に
紹
介
し
つ
つ
、
わ
が
国
の
制
度
と
の
比
較
法
的
研
究
を
試
み
た
も
の
で
、
日
本
に
お
け
る
こ
の
分
野
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
。
先

生
の
最
終
講
義
も
こ
の
テ
l
マ
で
あ
り
、
ま
も
な
く
一
連
の
研
究
を
ま
と
め
た
単
著
を
ご
出
版
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

第
三
は
、
既
判
力
論
の
研
究
で
あ
る
。
既
判
力
に
つ
い
て
は
、
そ
の
客
観
的
範
囲
及
び
主
観
的
範
囲
の
問
題
に
も
取
り
組
ま
れ
て

い
る
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
先
生
の
既
判
力
論
の
な
か
で
突
出
し
て
い
る
の
は
、
既
判
力
の
時
間
的
限
界
の
問
題
を
扱
っ
た
数
々
の

研
究
で
あ
る
。
と
く
に
、

口
頭
弁
論
終
結
後
の
形
成
権
の
行
使
の
問
題
に
つ
い
て
次
々
に
ご
論
考
を
発
表
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
既
判

力
の
基
準
時
後
の
形
成
権
の
行
使
を
全
面
的
に
遮
断
す
る
と
い
う
学
説
を
唱
え
、
学
界
に
大
い
な
る
議
論
を
巻
き
起
こ
さ
れ
た
。
し

か
も
そ
れ
は
思
師
で
あ
る
伊
東
乾
先
生
の
学
説
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
坂
原
先
生
は
こ
れ
以
後
「
学
門
と
は
師
の
学
説
の
批
判

的
な
継
受
で
あ
る
と
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
ご
自
身
で
回
顧
さ
れ
て
い
る
（
「
語
り
継
ぐ
三
団
法
学
の
伝
統
』
（
慶
慮
義
塾

大
学
出
版
会
、
二

O
O
六
年
）
）
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
成
果
は
、
『
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
既
判
力
の
研
究
』
（
慶
磨
義
塾
大
学
法
学
研
究

会
叢
書
、
一
九
九
三
年
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
こ
の
ご
業
績
に
対
し
て
本
塾
か
ら
博
士
号
、
そ
し
て
義
塾
賞
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。

坂
原
教
授
は
、
学
外
に
お
い
て
も
多
く
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
た
。
日
本
民
事
訴
訟
法
学
会
理
事
・
監
事
、
日
本
公
証
法
学
会
理

事
・
監
事
、
学
術
審
議
会
専
門
委
員
（
科
学
研
究
費
分
科
会
）
、
司
法
試
験
考
査
委
員
、
第
二
東
京
弁
護
士
会
懲
戒
委
員
会
委
員
、
浦



和
地
方
裁
判
所
司
法
委
員
等
、
手
続
法
を
究
め
ら
れ
た
学
識
者
と
し
て
学
界
と
社
会
に
お
い
て
多
大
な
る
貢
献
と
足
跡
を
残
さ
れ
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
坂
原
先
生
と
学
部
内
の
お
仕
事
で
何
度
か
ご
一
結
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
は
、
私
が
ま
だ
駆

け
出
し
の
助
教
授
で
あ
っ
た
頃
、
先
生
を
事
務
長
と
す
る
学
部
の
あ
る
委
員
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
委
員
会
は
学
部
内
で
最

も
困
難
で
忙
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
リ
ー
ダ
ー
の
坂
原
先
生
が
終
始
冷
静
で
穏
や
か
に
対
応
さ
れ
、
き
わ
め
て
よ
い
雰
囲
気
の
な
か

で
仕
事
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
最
近
で
は
、
慶
慮
義
塾
一
五

O
年
を
迎
え
た
二

O
O
八
年
、
法
学
部
は
坂
原
法
学
研
究

編
集
委
員
会
委
員
長
の
も
と
で
『
慶
鷹
の
法
律
学
』
全
六
巻
、
「
慶
麿
の
政
治
学
』
全
五
巻
、
『
慶
膝
の
教
養
学
』
全
一
巻
の
計
一
二

巻
を
刊
行
し
た
。
坂
原
先
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
し
に
こ
の
事
業
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
学
術
研
究
を
一
挙
に
刊
行

し
た
の
は
法
学
部
の
大
き
な
学
問
的
成
果
で
あ
り
、
こ
れ
は
学
部
長
と
し
て
大
い
に
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
改
め
て
、
学

部
と
し
て
、
そ
し
て
個
人
と
し
て
も
坂
原
先
生
に
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

こ
こ
に
、
謹
ん
で
先
生
の
ご
退
職
を
記
念
す
る
『
法
学
研
究
』
特
集
号
を
進
呈
す
る
こ
と
で
、
学
部
と
し
て
坂
原
正
夫
先
生
の
長

年
に
わ
た
る
ご
貢
献
に
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
先
生
の
今
後
の
さ
ら
な
る
学
問
的
発
展
と
ご
健
康
を
心
よ
り
祈
念
し
た
い
と

思、っ。
平
成
二
二
年
一
月

法
学
部
長

国

分

良

成

序
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